
「もうひとつの顔」展

主催 : 徳島大学病院　協力 :  武蔵野美術大学基礎デザイン学科

武蔵野美術大学の学生たちが「もうひとつの顔」というテーマで制作した作品展示です。

今回展示するのは、武蔵野美術大学基礎デザイン学科

2年生全員が、「形態論 II」の授業で制作した課題作品です。

テーマは「もうひとつの顔」。人は天井のシミを顔に見立てたり、

石だと思ったら蛙に見えたりするように、一つのかたちから

さまざまな意味を読み取ります。本課題では、あらかじめ

各人が設定した二つ以上の存在を、一つの形態から同時に

想起させる造形を探求しました。世界に存在するかたちと、

人が心の中に立ち上げるイメージとの関係を見つめ、

想像力を喚起する新たな形態表現を目指しています。

その成果をぜひご高覧ください。
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